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平 成 25 年 度 施政方針
平成 25 年 2 月 26 日に行われた第 1 回三芳町議会定例会の冒頭において、
林伊佐雄町長が町政の実現に向けた施政方針を表明しました。その内容を抜
粋して掲載します。 問秘書広報室（内線 312 ～ 314）

魅力あふれ、喜びいっぱい、幸せになれる町、みよし
みりょく よろこ しあわ

　
今
日
の
町
の
危
機
的
な
財
政
状
況
を

乗
り
切
る
た
め
に
、脱
「
財
政
硬
直
化
」

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
公

共
施
設
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に

関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
編
成

し
、
白
書
作
成
に
向
け
調
査
研
究
を
進

め
て
い
ま
す
。
個
別
施
設
の
更
新
、
統

合
、
廃
止
、
長
寿
命
化
等
の
計
画
を
策

定
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
た
な
行
政
評
価
制
度
に
つ

い
て
も
専
門
委
員
を
中
心
に
ワ
ー
キ
ン

グ
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
行
政
経
営
サ
イ

ク
ル
の
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
ま
す
。

こ
の
中
で
、
行
政
評
価
外
部
評
価
委
員

会
を
設
置
し
、
事
業
の
必
要
性
や
効
率

性
、
達
成
度
等
を
住
民
目
線
で
も
評
価

し
、
効
果
的
な
行
財
政
運
営
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。
事
務
事
業
の
見
直
し
、

　
子
育
て
と
仕
事
が
両
立
で
き
る
環
境

整
備
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
４
月

か
ら
新
た
な
社
会
福
祉
法
人
に
よ
る
認

可
保
育
園
が
開
園
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
待
機
児
童
解
消
が
図
ら
れ
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
保
育
児
童
の
安
全
の
確
保
の

た
め
、
町
立
第
２
保
育
所
、
第
３
保
育

所
の
耐
震
診
断
を
行

い
ま
し
た
。
今
年
度

は
緊
急
性
の
高
い
第

２
保
育
所
の
耐
震
改

修
工
事
を
実
施
し
ま

す
。
※
補
足
有

　
学
童
保
育
室
は
、
藤

久
保
第
２
学
童
保
育

室
が
４
月
か
ら
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。
他
の

学
童
保
育
室
に
つ
い

て
も
分
室
化
を
進
め
、

小
規
模
保
育
の
環
境

の
あ
り
方
を
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の

利
用
助
成
制
度
は
、

シ
ン
グ
ル
家
庭
の
負

担
軽
減
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
緊
急
サ

　
地
域
で
生
活
す
る
障
が
い
者
の
生
活

支
援
に
関
す
る
相
談
支
援
事
業
は
、
富

士
見
市
と
共
同
で
入
間
東
部
福
祉
会
に

障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
業
務
を

委
託
し
て
、
障
が
い
者
が
自
立
し
た
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　
手
話
通
訳
者
等
派
遣
事
業
は
、
富
士

見
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
手
話
通
訳

者
の
派
遣
を
委
託
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
新
た
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

（iPad

）
を
導
入
し
、
手
話
通
訳
者
派

遣
事
務
所
と
役
場
窓
口
と
の
遠
隔
手
話

通
訳
を
可
能
と
し
、
聴
覚
障
が
い
者
の

情
報
保
障
を
よ
り
正
確
に
提
供
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

　
三
芳
太
陽
の
家
は
、
新
た
に
就
労
継

　
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
に
よ
り
様
々
な
協
働
モ
デ
ル
事
業

が
着
実
に
成
果
を
上
げ
協
働
の
輪
が
広

が
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
の
発
展
段

階
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
自
治

基
本
条
例
に
つ
い
て
は
、「
自
治
基
本

条
例
策
定
町
民
会
議
」
等
を
設
置
し
て

更
な
る
住
民
参
加
を
進
め
、
条
文
検
討

等
の
策
定
段
階
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。

″
生
き
た
〟
自
治
基
本
条
例
に
す
る
に

は
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
自
分
た
ち
で
作

り
上
げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
策
定

過
程
に
時
間
を
か
け
合
意
形
成
を
大
切

に
し
ま
す
。

　
ま
た
、
第
４
次
総
合
振
興
計
画
の
見

直
し
に
つ
い
て
、
三
芳
町
総
合
振
興
計

画
審
議
会
を
開
催
し
て
、
第
５
次
総
合

振
興
計
画
と
し
て
継
承
し
て
い
く
の

　
公
正
な
職
務
の
遂
行
を
確
保
し
、
住

民
に
信
頼
さ
れ
る
町
政
を
確
立
す
る
た

め
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
条
例
（
法
令

遵
守
条
例
）
が
可
決
さ
れ
、
職
員
自
ら

が
町
政
の
課
題
を
捉
え
検
討
を
重
ね
、

町
独
自
の
も
の
を
策
定
し
ま
し
た
。
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
意
識
を
も
ち
職
務

に
精
励
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け

住
民
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
政
策
研
究
と
人
材
育
成
を
目
的
に
設

置
し
た
政
策
研
究
所
に
つ
い
て
は
、
幅

広
い
教
養
と
研
究
能
力
を
高
め
政
策
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
、
外
部
講
師
に
よ

る
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
「
課
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」
は
、
さ
ら

に
充
実
さ
せ
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
期
待

に
応
え
、
信
頼
さ
れ
る
三
芳
町
役
場
に

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り

健
康
と
ぬ
く
も
り
の
ま
ち
づ
く
り

01

01

02

02

03

脱
「
財
政
硬
直
化
」
宣
言

に
よ
る
経
営
改
革

子
育
て
で

住
み
た
く
な
る
町
に

心
豊
か
に
い
き
い
き
と
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
町
に

住
民
力
に
よ
る
新
た
な

協
働
の
展
開
へ

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
使
命

感
に
よ
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

か
、
そ
の
方
向
性
に
つ
い
て
も
協
議
し

て
い
き
ま
す
。

　
行
政
連
絡
区
は
、
町
の
重
要
な
協
働

パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、
地
域
の
安
心
や

環
境
づ
く
り
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
近
年
、
行
政
区
へ
の
加
入
率
が
低
下

し
て
お
り
、
行
政
区
へ
の
加
入
促
進
に

向
け
た
対
策
研
究
や
広
報
活
動
強
化
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
次
に
、
昨
年
度
か
ら
住
民
提
案
型
の

事
業
委
託
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
度
は
、
行
政
サ
イ
ド
か
ら
、

委
託
可
能
な
事
業
や
協
働
可
能
な
事
業

を
提
案
す
る
行
政
提
案
型
の
事
業
も
実

施
し
ま
す
。

し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
人
材
養
成
機

関
と
し
て
開
設
し
た
一
灯
塾
は
、
２
期

生
を
募
集
し
、
職
員
の
意
識
改
革
を
進

め
ま
す
。

　
機
構
改
革
で
は
、
政
策
秘
書
室
を
政

策
推
進
室
と
秘
書
広
報
室
に
分
け
、
政

策
立
案
機
能
の
充
実
と
情
報
発
信
力
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

　
企
業
の
成
功
条
件
の
一
つ
に
「
社
員

の
ベ
ク
ト
ル
を
そ
ろ
え
る
」
が
あ
り
ま

す
。
職
員
が
情
熱
と
使
命
感
を
も
っ
て

心
を
一
つ
に
し
て
、
住
民
の
皆
さ
ん
の

た
め
、
使
命
感
を
も
っ
て
働
く
職
場
環

境
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。
■

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
埼
玉
を
利
用
さ
れ
た

場
合
も
助
成
の
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
子
宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
定
期
接
種
化
と

な
り
実
施
し
ま
す
。

　
小
児
二
次
救
急
医
療
体
制
は
、
川
越

市
に
あ
る
埼
玉
医
科
大
学
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
を
拠
点
病
院
制
と
し
て
実
施
し

て
お
り
、
イ
ム
ス
富
士
見
総
合
病
院
で

も
週
の
２
日
間
輪
番
制
で
受
け
入
れ
を

開
始
し
、
子
ど
も
の
安
全
・
安
心
な
生

活
確
保
の
た
め
引
き
続
き
支
援
し
ま

続
支
援
Ｂ
型
事
業
を
加
え
、
多
機
能
型

事
業
所
と
な
り
、
雇
用
契
約
に
基
づ
く

就
労
が
困
難
な
利
用
者
に
対
し
て
、
就

労
及
び
生
産
活
動
の
機
会
の
提
供
等
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
敬
老
祝
金
等
支
給
事
業
に
つ
い
て

は
、
高
齢
化
社
会
に
見
合
っ
た
対
象
年

齢
と
す
る
た
め
、
70
歳
を
支
給
対
象
か

ら
外
し
、
新
た
に
満
１
０
０
歳
の
人
を

支
給
対
象
と
し
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
事
業
は
、
第
５
期
介
護
保

険
事
業
計
画
が
２
年
目
を
迎
え
て
い
ま

す
。
町
で
は
事
業
計
画
の
基
本
理
念
で

あ
る
「
地
域
の
み
ん
な
が
高
齢
者
と
と

も
に
暖
か
い
心
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
の

実
現
に
向
け
、
介
護
保
険
事
業
、
高
齢

者
支
援
事
業
、
介
護
予
防
事
業
等
の
推

進
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
介
護
予
防
事
業
と
し
て
地
域
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
中
心
と
な
っ
た
運
動
教
室

「
み
よ
し
い
も
っ
こ
体
操
」
は
、
高
齢

者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
、
引
き
こ
も

り
予
防
、
独
居
高
齢
者
等
の
見
守
り
と

な
る
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
者
の
増
加
に
伴
い
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
等
を
開
催
し
、

認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
今
後
も
、
高
齢
者
に
対
し

て
更
な
る
事
業
の
推
進
に
努
め
て
い
き

ま
す
。

　
住
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
を
目
的

に
歯
及
び
口
腔
の
健
康
づ
く
り
等
に
関

す
る「（
仮
称
）健
康
づ
く
り
推
進
条
例
」

並
び
に
住
民
の
「
食
」
を
通
し
て
の
健

康
づ
く
り
の
た
め
の
「
第
２
次
食
育
推

進
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
助
成
事
業
は
、
今
年
度
か
ら
年
齢
を

満
65
歳
以
上
の
希
望
者
と
し
て
５
歳
年

齢
を
引
き
下
げ
、
実
施
し
ま
す
。

　
地
域
医
療
の
充
実
に
向
け
、
三
芳
医

会
を
始
め
、
総
合
病
院
や
各
医
療
機
関

と
さ
ら
に
連
携
を
図
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
財
政
運
営

は
、
一
般
会
計
か
ら
の
継
続
し
た
高
額

の
繰
入
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況

で
す
。
主
な
要
因
は
、
被
保
険
者
の
高

齢
化
及
び
医
療
技
術
の
高
度
化
に
よ
る

医
療
費
の
増
加
並
び
に
低
所
得
被
保
険

者
の
増
加
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

昨
年
度
に
課
税
限
度
額
の
見
直
し
を

行
っ
た
も
の
の
非
常
に
厳
し
い
予
算
編

成
と
な
り
ま
し
た
。
住
民
の
生
命
と
健

康
に
対
し
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら

れ
る
運
営
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
■

私 は、町長就任以来、住民の皆さまと共に住民力
が活きるまちづくりを目指してきました。協働

のまちづくりを始め、まちづくり懇話会、出前町長室、
地域経済活性化懇談会、みよし野菜ブランド化推進研
究会議、スマートＩＣフル化等促進会議など住民参加
によって、本町が抱えている課題の解決を進めていま
す。 厳しい社会情勢の中で、満足度の高い持続可能な

地域社会を築いていくには、地域を構成する多様な主
体の参画により、課題解決力を高めていくことが必要
だと考えます。
 先人達の足跡を辿り、歴史や過去の教訓に学べば、い
かなる困難や苦難であっても必ず乗りこえられると信
じています。その原動力は、未来を担う子ども達への
責任であり使命であり情熱だと考えます。

町の財政状況を分かりやすくした「三芳町の
財政白書」。町長に報告したときの様子。

昨年総合体育館で行われた「みよしいもっこ体操」
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老
朽
化
し
た
施
設
の
統
廃
合
等
は
喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
選
択
と
集
中
に

よ
る
経
営
改
革
を
思
い
切
っ
て
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
財
政
白
書
を
つ
く
ろ
う
会
に
よ
っ
て

完
成
し
た
「
三
芳
町
の
財
政
白
書
」
を

広
く
頒
布
し
、
町
の
財
政
状
況
の
見
え

る
化
を
図
り
、
理
解
を
深
め
て
い
き
ま

す
。


